
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事 業 費 及 び 交 付 金 額
円 円 円 円 円

22,428,050 24,952,200 24,178,350 25,962,300 18,252,000 115,772,900

21,938,000 23,053,000 23,030,000 23,161,000 17,800,000 108,982,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

実施設計　一式、改良舗装　W=4.0ｍ、L=550.0ｍ

　天栄村道飯豊・赤坂線は、同村飯豊地区と赤坂地区を結ぶ地域生活道
路である。
　しかしながら、当該路線の一部区間において急カーブ及び急勾配により
見通しが悪く、自動車及び路線バスの円滑な通行に支障を来している。
　このことから、局部的な改良工事を実施することにより、安全且つ円滑な
交通を確保するものである。
（参考指標）
　現況交通量：２３５台／日 → 計画交通量：３５５台／日

白河布引山演習場関連公共用施設
（交通施設：飯豊・赤坂線改良舗装工事）整備事業

福島県岩瀬郡天栄村

福島県岩瀬郡天栄村大字小川字大小内地内

付紙様式第２

・事業完了後に交通量調査を実施したところ、工事施工前に比べ、車両の
通行量が1日当たり60台程度増加した。
・事業完了後、本路線を恒常的に利用している周辺住民を対象にアン
ケートを実施したところ、7割近くの住民が本工事が交付金事業であること
を認識しており、対象住民全てから｢通行しやすくなった｣との回答が得ら
れた。また、路線バス運行会社からも、冬季間の路面凍結時の通行がしや
すくなったとの回答を得た。
・村ホームページに事業内容を掲載し且つ、交付金事業である旨を表示し
た工事看板を設置し、地域住民への周知を図った。

－

－

注 ： １　基金事業の場合には、事業費及び交付額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　　町村費等 ・ その他 ・ 運用益 ・ 計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　 　 ２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　　を記載すること。

平成22年度から平成26年度

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事業費

交付金額

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 計


